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□木村陽二郎(監修）： 図説草木辞苑 570pp., 8 color pis. 1988. 柏書房，東京. 
¥18,000. 巻首のカラー図版は東京国立博物館，その他の所蔵の古屛風絵，古衣裳，絵 
皿のほかに，農耕風俗絵図，探幽の草木花写生図巻，岩崎常正の本草図譜（国立公文書 
館）などがおさえた色調で印刷されている0編者は序文で日本の植物の種属の豊富さと, 
これを古代から愛惜した日本人がその時どきに与えた名称，またその変遷のさまを実例 
を挙げて紹介し，これらを日本の代表的な古典，古辞書からの採摘を中心として再編し 
読者に提供しようとした0本書の特長は実はその参照の範囲の広さにある。古来の風土 
記，歌集，句集，日記，物語などにも及んでいるのがそれである。古来この類のものと 
しては物品識名などが広く識者に参照されたが，これらは刊本となったものでも今日容 
易には入手し難く，仮に多数の文献を集め得てもいちいち参照，比較することには莫大 
な労力を要するであろう0本書はこの一書で一応読者の渴を医するに足りるものであろ 
う。「依拠，参考文献」 （P. 1〇〜 17) の範囲は驚くほど広い。ほぼ幕末から現在に到る 
それらを通覧すればその実状が判る0その中の「花材関係資料」には著者の目的からは 
すこしずれたものも入っているが，これは「挿花者」たちへのサービスであろう。「例 
言」，「凡例」 （P. 6〜 7) がくわしいのも学問的態度と云えるが，逆にとれば一種の 
excuse であるのは当然である。.「名彙検索編」 （P. 22〜 107) は50音引と画引索引で本 
書の主体である「植物名彙本篇」 （p. 111〜 464) への誘引部である。この本篇は50音順 
に配列され，他の項目への参照も多く，この種のものとしては極めて独自である。採用 
された項目は植物名，異名（数が多い)，和名の説明，用途などが簡略に挙げられ，典 
拠にした文献が列挙してある0この文献が，より深い知識を求める読者への便を与えて 
いる。各頁には2〜数個の古典から採った図があって，頁をめくる読者（評者を含めて 
これが案外多い）を飽きさせない配慮がされている。植物に関連した風俗画もかなりあ 
るのが楽しい。「救荒植物編」 （P- 375〜 412) は再び食料に飢える時が来るのかと身が 
震う思いがするが，これは「本■篇」に繰り込まれなかったものか。「花材植物」 （P. 415 
〜 464) のうち各植物をたて一行にまとめた表 （p. 415〜 450) は揷花者たちへのサービ 
スであろう。ただし，今の人々はオランダなどから直送される花卉を多く使用すること 
もあり，いささか out of date の感がある。「植物関係用語」1, 2,は，漢語数詞に 
関係したものを集めたもので，面白い発想に基づいている。ここでは日本固有の数詞， 
ひとつ，ふたつ…が欠落していると思われる。「図絵.図録編」 （p. 484〜 524) は「万葉 
集品物図絵」（原典全頁分)，「花譜」（国立公文書館，著者未詳)，「菌譜」（坂本浩然)， 
「七十二候新撰」（佐藤中陵)〇二十四候は知っていたが七十二候は聞いたこともなかっ 
た。編者によると一力月を六候とした陰暦の季節区分である。「枕詞」，「序詞」 （P. 529 
〜 544) ，「襲（かさね）の色目一覧」 （P. 547—558), 「気節と植物」（四季，二十四気， 
七十二候，季語，植物名） （P. 561〜 570) の表に分かれ，基礎教養として必要なもので 
あろう。まことに有益な彫心鏤骨の作である。 
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評者がつらつら考えるのに，日本文化が外来の文化と接触して起ったさまざまないわ 
ゆる文化ショックのうち，最初で最大のものは漢字の導入による日本語の標記が確立さ 
れるプロセスである。第2期（豊織時代以後)，第3期（江戸末期以後）は西欧文化に 
触れた時代のそれ，第4期は敗戦による，特にアメリカ文化?)それであろう〇第一期が 
われわれの祖先が経験した苦渋に満ちた時代で，第二期のそれとともにその後遺症は今 
日にまで及んでいる。第二，第三期は既に日本語の体系を文字化する術を会得していた 

から，大したものではなかった。本書は日本の植物名の第-第三期のショックをカバ 

—しているといえる。第四期はむしろ世界的の現象が日本では特に強く現われたと見る 
べきもので，ペルリ来航以来昭和初期までに少しづつ経験済みのものであった。本書は 
全般的に懐古的な情報を与えるものであるが，衣食の足りた今日，自身の歴史的な 
status を考え，将来を見通す時が来たことを悟らされる。こういう反省を与えるこの書 
が木村博士によって大きくまとめられたことは大変にうれしい。 （津山尚） 

□白旗史朗：カラー高山植物 349 pp . 1982. 東京新聞出版局.¥5,000.収録した植物 
は283属675種。白旗氏は登山家，写真家として高名の人。海外登山では ヒマラヤ， アンデ 
スの諸峯を訪れている。紀行文も多い。写真は左ページに，植物の説明は右頁にする配 
慮があり，文に正硬さがなく流れる如きものがある。「岳人」に1979年から満3年間連載 
したものをもとにした由。 P . 3〜5の“はじめに”は高山植物の成因論，分布の様相が 
素人わかりのするように述べられ，さらに従来の図鑑と一味ちがう所は分類学の順に ま 
とめず，花色で検出で■きるようにし，同属の似たものはまとめて説明してある。シダ類, 
地衣類もわずかに取り入れてある0植物の各部分の名称，葉型や花序の模式図もある。 
ただし，この図の一部は他書をそのまま写したもので，白旗氏らしからぬでき事と思う0 
高山植物の厳密な定義には諸説があるが,本書には平地の森林生の •もの まで収録されて 
いる。高山植物と称する書名からは著しく逸脱している惑がある。しかし科または属を 
同じくするものを同一頁で説明して記述の重複を避けた著者の方法論から言えば，許さ 
れるものかも知れない。下手に学問づかない所がジャーナリストとしての著者の最大の 
メリットと思われる PP -(1) 〜 (23) (後尾からの頁数 （） つき）の50音順，科属別ぉ 
よび花色による索引は本書の必須の部分である。 （津山尚） 

□杉本正流：鹿児島県の植物図鑑 393 pp . 1989. 朝日印刷書籍出版（〒800鹿児島市 
上荒田町 854-1). ¥6,500 (送料 ¥350). 営林署勤務の著者が永年にわたって記録した 
もので，立派なカラー写真667点と簡単な記述，産地，用途が記されている。付録とし 
て北薩地方の植物方言，大口地方の植物目録，薬用植物のリストがある。最近カラー写 
真図鑑の刊行が多いのであえて注文をつければ，記述の中にご自身独自の観察結果をも 
っと盛り込んでほしいこと，リストとくに方言では，自身の採録したものと文献からの 
引用の区別をしてほしいことである。 （金井弘夫） 
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